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　１月は、寒暖差が大きく暖かい日が続いたと思ったら雪が降るなど、体調管理が難しい月
でした。また、インフルエンザやコロナウィルス感染症も未だに心配な状況が続いています。 
　適応指導教室の行事については、今のところ予定通りに実施できそうですが、感染症対策
をしっかりとしながら、取り組んでいきたいと思います。 
　中学３年生は、無事に進路先を決めることができ、それぞれが新たな目標を持って頑張っ
ています。卒業式への参加なども含め、今後も学校と連携をしながら最後まで支援をしてい
きたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 
　１月は大きな行事はありませんでしたので今月号は今後の予定や日頃の活動の様子をお伝

 えします。

 ＜お別れ会＞                           
　２月２８日にお別れ会を行います。今年度は中学校３年生４名小学校６年生１名計５名
が卒業となります。内容については、感染症対策も含め今後検討しながら 
最終決定しますが、節目を迎える卒業生のこれまでの活動の様子など 
を思い出の映像や写真で振り返ったり合唱等で送り出したりしたいと考 
えています。家族の皆様、学校関係者の皆様にもご出席いただき、卒 
業生を祝福をしていただければありがたいです。

 
   【１月の子どもたちの様子】
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
  　   　【３学期はじめの会               　   【お別れ会の準備も始まりました　
           しっかりと話を聞きました】              プレゼントを作成しています。】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
    　   【寒さに負けず外遊び　「はないちもんめ」と「だるまさんがころんだ」】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  　　   【書き初めにも挑戦しました】     　   【学習にもしっかりと取り組んでいます】
                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【裏面に続く】
 



 

【メダカのつぶやき】        　　     
 
 

「Life can be wonderful if you're not afraid of it.  
　All it takes is courage,imagination... and a little 　 　
　 dough.」  
　「人生は恐れなければ、とても素晴らしいものなんだよ。人生に必要な
　　もの、それは勇気と想像力、そして少しのお金だ。」 

                                           
　　　　「You'll never find a rainbow if you're looking down」  

       　「下を向いていたら、虹を見つけることはできないよ」
  
      「 Imagination means nothing without doing 」  

 「行動を伴わない想像力は　意味を持たない」
 

 
 
  NHK の朝ドラ「ブギウギ」の中でも主人公の恋人役である興業会社の御曹子が「いつか
「喜劇王　チャップリン」を日本に呼んで興業を成功させたい」という夢を語るシーンがあ

 りました。実際にチャップリンは１９３２年に初来日しています。
　チャールズ・チャップリン（１８８９～１９７７）は「世界三大喜劇王」の一人です。イ
ギリス・ロンドンで生まれ、幼い頃に孤児院や貧民院を転々とし、様々な職業を経験し苦労
しながら家計を支えてきました。１９歳で劇団に入り人気俳優となり、２５歳でアメリカで
映画デビューをし「キッド」「モダンタイムス」「独裁者」「黄金狂時代」「ライムライト」「街
の灯」など喜劇でありながら社会の不正に対する激しい憤りや弱い立場に置かれた者への深
い愛情を持ち続けてメッセージ性の強い作品を次々に制作しました。監督・脚本・主演・音
楽などほとんど一人で担当するなど天才的な才能を発揮しました。アメリカで成功したかに
見えましたが、当時の思想統制でアメリカを追われ、晩年はスイスで生涯を過ごしました。
やがて、彼の功績が再び見直され、アカデミー賞の授賞式で２０年ぶりにアメリカに戻った

 時にはスタンディングオベーションで迎えられたそうです。
　高校生の時に初めてチャップリンの映画を観て以降ファンになり、たくさんの作品を観ま
した。どの作品でもチャップリンの映画作りには、面白さはもちろんですが彼の人生の一部

 を切り取ったかような強い「思い」を感じます。
　上の３つの言葉はチャップリンの映画の一場面で、彼が台詞の一部として語った言葉や彼
が残した言葉です。常に前向きに人生を捉え、苦しみ悩んでいる人への励ましのメッセージ
のように響きます。貧しく苦労の多かったチャップリンだからこそ、こうした言葉を残せた

 のかもしれません。
 　悩みや心配ごとは常に私たちの生活の中で生まれ、なかなか解消することはありませんが

小さくても一歩を踏み出す勇気が大切なんだということを教えてくれる言葉ではないでしょ
うか。悩んでたって、心配ばかりしたって仕方ない。顔を上げ、まずは一歩踏み出してみま
しょう。きっと何かが変わります。 
    
                           
 
 
 
 
 

 
               ＜今後の予定＞  
　２月上旬　運動日⑤（奉仕活動）  
　２月上旬   和菓子体験（午後)  
　２月下旬　報告会③・お別れ会  
　２月下旬～３月中旬　中３チャレンジ期間  

  　３月上旬　調理実習（ちらし寿司）
    ３月上旬～下旬　小６チャレンジ期間
　３月中旬～下旬　チャレンジ期間     
　　※３月中旬　中学校卒業式 
　　※３月下旬　小学校卒業式  ２０２４年　２月　１日発行 
　　※３月下旬　小・中学校修了式  TEL　０２７７－４３－２６０２

 
 どんな鬼を       

 　　追い払いたい
　　　　　    かな？


